
（別記様式）

１　各種の広報活動（学校説明会、中学校からの説明会の依頼、「にしおつだより」の発行、ホームページ・インスタグラムの更新
等）の結果、合同説明会への参加者が昨年を大きく上回った。一方、学校主催の説明会の参加者はやや減少した。定員を充足すること
ができず、志願者増に向けて、新たな取組が必要である。
２　進学補習や進路説明会、模擬面接等を丁寧かつ系統的に実施し、国公立大学及び私立大学等への進学、就職・公務員への希望進路
を実現することができた。昨年より、関関同立・産近佛龍＋外大の合格者が著しく増加した。今後も早い段階から進路に対する意識付
け及び学力の向上が求められる。
３　令和６年度に向けて、シャコピー短期留学プログラム（参加予定者４名）の国際教育プログラムを実施することができた。また、
シャコピー受け入れ先の留学生の受け入れを実施することができた。また、インターナショナルデイなどの取組を実施した。研修旅行
について令和５年度は国内（九州）に変更しての実施となったが、令和６年度は台湾での実施を予定している。
４　ICT機器の利活用については、Wi-Fi環境等の設備面の充実（整備）を図った。活用の頻度、内容ともに高まっている。教職員の更
なるスキル向上のため、定期的な研修を実施する必要がある。
５　新型コロナウイルスの影響はあったが、感染防止対策を施し、年度当初に計画していた学校行事を実施することができた。各種学
校行事を通してクラスのリーダー的役割を担う生徒を育成することができた。
６　継続して部活動に取り組んでいる生徒は、充実した学校生活を送っている。部活動の加入率及び定着率は低く、活気ある学校づく
りの観点からもその対策が急務である。部員の確保が難しい部もあり、本校の部活動のあり方についても検討が急務である。
７　個々の生徒が抱える課題について、学年部と関係分掌とが連携し迅速に対応することができた。また、教育相談会議や特別教育支
援会議の内容を教職員間で情報共有するとともに、地域の専門機関と連携しケース会議を実施し、生徒の対応を協議することができ
た。コミュニケーション不足、相手への思いやりの不足によるトラブルや支援が必要な生徒は増加傾向にあり、更なる連携が必要であ
る。
８　規範意識の醸成については、啓発ポスターを作成し、一定成果があったと感じるが、自宅、学校問わず、スマートフォンやSNSの適
正利用については、引き続き啓発活動が必要である。

成　果　と　課　題

授業改善

○研究授業や教科主任会を活発に行い、ICT活用の先進的な取組事例を教員間で共有し、授業改善を行う。

○生徒の基礎学力の定着と基本的生活習慣の確立に向け、Teamsを活用することで全教職員が把握、確認できるようにする。

○主体的・対話的で深い学びに向けてＩＣＴを積極的に活用する。そのために分掌・教科が連携し、先進的な取組事例等を教職員間で共有して授業改善が進むようにする。特
に総合的な探究の時間は全校的な取組になるように校内体制を整える。

学力の向上

○基礎基本を大切にし、個々の生徒に対応したきめ細やかな指導を行う。

○個々の生徒の基礎学力の定着と基本的生活習慣の確立に向け、関係教員が密な連携と図り、きめ細やかな指導を行う。

○生徒一人一台端末の各種ツールを積極的に活用できるようにし、生徒の主体的な活動を促す。

○未整備の特別教室等についてWi-Fi環境の充実を図る。

○シャコピー高校短期留学プログラムをはじめとする国際交流事業について、教職員の共通理解のもと国際交流事業の充実を図る。

○総合的な探究の時間や各教科の学習、生徒会活動等、学校教育全体を通じて、ESD（持続可能な開発のための教育）を推進する具体的な取組を実施する。

○異文化理解や国際貢献意識の涵養を目的とした国際教育の一層の推進を図り、全校体制で取り組む。

○ユネスコスクール、グローバルネットワーク交流校として、SDGｓの取り組みにも力を入れ、校内外で発信できるようにする。

○３年７限講習、土曜講習、長期休業中の講習等の定着と充実を図り、希望進路実現に向けて学力の向上を目指す。

令和６年度　府立西乙訓高等学校　学校経営計画（スクールマネジメント）（　計画段階　・　実施段階　）
学校経営方針（中期経営目標） 前年度の成果と課題 本年度学校経営の重点（短期経営目標）

○保護者及び生徒による学校評価アンケートについて、全項目とも前年度を上回る評価を得る教育活動を実施する

１　学力向上と希望進路の実現
・ICTを活用し、生徒の希望進路実現に必要な情報を迅速かつ正確に共有するシステムを構築する。
・生徒一人一台端末導入完成年度を迎え、教員のスキルアップを図るとともに、主体的・対話的で深い学びを実現し、生徒の学習意欲を高め
る。
・各種ツール等を積極的に有効活用するとともに生徒の知的好奇心を高め、主体的な学習をとおして希望進路実現に向けた学力の定着と向上
を図る。
２　豊かな人間性と規範意識の醸成、人権尊重を基盤においた教育
・生徒の自己肯定感、自己有用感を高める教育活動を行う。
・京都府教育委員会からの「グローバルネットワーク京都」、ユネスコ及び文部科学省からの「ユネスコスクール認定校」の指定、日本の伝
統文化の体験、各種留学を含め国内外の高校生等との交流を積極的に行い、国際教育・英語教育をさらに発展させ、グローバル人材の育成を
図る。
・部活動の活性化を図り、加入率・定着率を高め、学校全体として活気のある集団を形成することにより、生徒の心身の健全なる成長を図
る。今後の部活動のあり方について検討する。
・生徒にけじめのある学校生活を過させることを通じて、規範意識の向上と公徳心の育成を目指す。
・あらゆる教育活動を通した人権教育の推進を図る。
３　広報活動等による積極的な情報発信
・学校説明会、学校HPや「にしおつだより」の内容をさらに充実させるとともに、様々なツール（YouTube、Instagram等）を積極的に活用
し、中学生や保護者にタイムリーな情報提供を行い、志願者の増加を図る。
・地域に密着した生徒主体の活動を通して、地域の期待に応える魅力ある西乙訓高校を発信する。

組織・運営 組織的な学校運営

○ICTを効果的に活用し、業務の効率化を図る。ペーパレス会議等各種会議の充実を図る。

○分掌間・教科間の連携を深め教職員間の情報共有共通理解を図り、学校全体で組織的な取組を進める。

評価領域 重　点　目　標 具　体　的　方　策 評　価

【教育目標】
　平和的な国家及び社会の有為な形成者として、新しい時代に向かって主体的にたくまし
く生き抜く、創造性あふれた心豊かな人間の育成に努める。

【教育方針】
　１　希望と情熱、創意と活力に満ちた学校づくりを目指す。
　２　一人ひとりの生徒の学力充実・向上を図り、進路希望の実現に努める。
　３　心身ともに健全でたくましく、心豊かに生きる人間を育成する。

【校是】
　飛躍　剛健　篤実
　
【重点目標】
１　個々の生徒の能力、適性、興味、関心や進路希望に応じた主体的・対話的　で深い学
びを促し、きめこまかな指導の実践により、生徒の進路希望の実現を図る。

２　基本的生活習慣を身につけ、自らを大切にし、他人を思いやる心をもつ生徒を育て
る。

３　教職員、生徒が希望、情熱、愛情、信頼をもって一体となり、保護者、地域の期待に
応える、特色ある活力にあふれる学校づくりを進める。

４　学校評価、教職員評価システム等を通して、自己点検、評価を行い、教育活動の改善
を図る。

学習指導
と

進路指導
国際教育の推進

図書視聴覚教育の
充実

○ICT機器を用いて自学自習ができるような機会を増加させることにより、さらなる学力の向上を目指す。

○生徒の読書意欲向上と図書館利用の促進を図る新たな取組を行い、生徒の貸出冊数1,000冊を目標とする。

◇読書意欲の向上と図書館の利用促進を図る。

○国公立大学・私立大学合格者数の増加及び、進路決定率１００％を目指す。

○保護者等に向けた進路の取組を発信し、「進路」に対する理解を深めるとともに、学校と保護者等との信頼・連携関係を一層向上させる。

○進路指導部と各分掌との連携を密にし、生徒個々の希望進路に応じた指導、支援を行う。

○各種説明会、進路学習の取組を通して、生徒が進路目標に向けて主体的・具体的に行動できるよう支援する。

希望進路の実現



学校関係評価委員会
による評価

次年度に向けた改善の
方向性

○ごみ捨て、ペットボトルの分別等について保健部と各分掌が連携し、校内美化へとつなげていく。

生徒の実態把握と
支援の充実

○健康診断や宿泊を伴う行事の際には、保健調査を行い、健康状況を把握すると共に、学校医・関係職員と連携して健康管理を行う。

○個々の生徒に対して関係教員や他分掌が連携し、丁寧な指導を行う。必要に応じてスクールカウンセラー及び、地域の専門機関（医療・特別支援センター・児童相談所等）
との連携により、学校における教育相談及び特別支援教育を充実させる。

○各種の補助制度や奨学金制度の発信についてはＩＣＴを活用することで、それぞれの生徒、保護者に必要な支援が届くように努めていく。

人権教育の推進

○いじめについては、教職員で本校のいじめ防止基本方針を確認し、全教職員が人権意識を持って全ての教育活動に取り組む。

○年２回のいじめアンケートだけでなく、全教職員が生徒の言動に注意を払い、いじめ等の未然防止に努める。

○個々の生徒の支援を行うとともに、必要に応じてSCや関係機関と連携する。

○SNSの適正利用に向けて、啓発活動を行うと共にその能力を習得するための取組を行う。

○授業に対する姿勢、意識の向上に向け、授業時間の巡回の強化等の指導を学校全体で行う。

交通安全指導の推進

学年の取組（２年）

○集団生活上の規則やマナーの指導の重視　学年集会での全体指導を含め、学年で統一した指導を徹底する。

○人生の目標や職業観、進学意識の形成　進路選択サポートサービスの活用　小論文から始める自己目標・達成目標の可視化

〇乙訓地域を重点に近隣20中学校と連携を深め、また他の地域へ範囲を広げた広報活動を行い、志願者増加を図る。（11月調査　第1志望者数目標　乙訓地域：80（昨年41）
京都市地域：70（昨年55））

○学校説明会において、積極的にICTを活用するとともに、中学生や保護者を惹きつけるような本校の魅力・特色などを発信する。また、説明会の参加者を昨年より「100名増
加」させる。（昨年度65名減）

○広報誌「にしおつだより」において、「約月1回発行」し、中学生などに学校の取組や情報、生徒の活躍、本校の魅力を発信する。また新たに地元中学校に向けた内容を取り
上げて地元中学生へアピールする。

◇「地域および在校生に向けた取組」と「WEB等による広報の充実」

○地域に密着した生徒主体の活動を企画し、地域の期待に応える魅力ある西乙訓高校を発信する。

○定期的に施設設備の点検を行い、危険箇所の把握を行う。

評価領域 重　点　目　標

特別活動や部活動の
充実

○球技大会や文化祭、体育祭をクラス委員と生徒会本部役員を中心とする生徒主体の企画・運営を行う。

○タブレット活用の際に注意が必要な事項の指導を徹底し、SNS上の問題事象を未然に防ぐ。

魅力ある
学校づくり

○オープンキャンパス、体験授業の積極的参加を促し、希望進路の実現に向けた意識の向上を図る。

○校内でのスマートフォンやタブレット等の使用におけるルールや服装規定を守るように指導する。

広報活動の充実

◇「志願者増加に向けた目標と対策」および「学校説明会・広報誌にしおつだより等の充実」

○志願者増加に向けて、こまめに中学校との連携を図り「11月の志願者数120名（昨年96）、最終志願者を、のべ合計200名（昨年172）に増加させる。（目標　前期110（倍率2
倍に）中期120（定員＋約10名））

○通常３年生で実施している模擬面接だけでなく、２年生の後半で全生徒が模擬面接を実施し、小論文の志望理由書と合わせて自己目標に向けての準備段階の質を上げてい
く。学年部と進路指導部で協力体制をつくって生徒の指導にあたる。

学年の取組（１年）

〇ルール遵守・規範意識の育成
　ルールの意味を理解させ、落ち着いた学校生活を送らせる。卒業後の社会生活を見越した指導をする。

〇学習習慣の確立
　学習に取り組む姿勢を身につけさせる。日々の授業を大切にし、生活習慣を整え、出された課題を確実に行う等、各々の課題と向き合い学力向上を目指す。

〇自己効力感の向上
　さまざまな活動に自ら参加・挑戦し、ゴールへの到達経験を重ねさせる。また、自己と対峙させ、主体的に意思決定及び行動選択のできる生徒への育成を目指す。

○衛生委員会で提起を受けた事項を中心に、保健部等と十分な協議のうえ、校内の衛生環境の向上、学習環境を整える。

学年の取組（３年）

○行事等を通じて協働する姿勢を養う。合わせて自己肯定感、自己有用感を培う。

○高校３年生として相応しい学力を身につけさせ、全員の卒業を目指す。

○キャリア教育を充実させ、適切な進路指導のもとで全員の卒業後の希望進路の実現を目指す。

評　価 成　果　と　課　題

○積極的に部活動への加入を勧める。

健康安全

環境・美化の推進

○学習環境を整えるために、日常の清掃活動をきめ細かく丁寧に行い、保健委員会を中心としたゴミの分別等、環境美化活動や広報活動を行うことで、学校全体の美化意識向
上を図る。

○ホームルーム教室だけでなく、他の清掃箇所も含めて日常の清掃活動をきめ細かく丁寧に実施するよう指導することで学習環境の向上につなげる。

規範意識の醸成

○部活動の加入状況を見ながら、部の精選や新設部について検討する。

○委員会活動を通して、生徒自身から規範意識の醸成につながる取組を行う。

生徒指導
と

特別活動

○自分自身の言葉で考えを伝え、行動できる。学びの姿勢つくり　ＩＣＴを積極的に活用し、学習習慣及び情報リテラシーを身につけさせる。

○技術職員による草刈作業時の安全確保について、生徒、教職員にもわかりやすく周知することで安心安全な教育環境を目指す。

○体育館の一部をＬＥＤ器具に更新したが、更に執務室やＨＲ教室にもＬＥＤ器具に更新することで、照度を高めるだけでなく省エネをすすめていく。

安心・安全な
学校環境

○多様性を尊重し他者と協調できる集団になるよう導く。

具　体　的　方　策

○各取組を紐付けし、国際教育の学びをより実感させる。また広報・図書部主催イベント「にしおつDay」を新たに計画・開催し、学校生活をより楽しませ、生き生きしている
様子を地域や中学生にアピールすることで本校の志願者増加につなげる。

○校内モニターを活用し、在校生に向けた取組を行う。

○ホームページをより見やすく使いやすいものに「リニューアル」して、学校情報や本校の魅力を、よりわかりやすく外部に発信する。

○「全部活動、学期に1回はHP更新」するとともに、学校生活の様子をこまめにかつタイムリーにホームページ掲載する方法を構築し「全体の更新を平均週５回」を目指し、学
校の様子を発信する。

○様々なツール（YouTube・インスタグラム）を積極的に活用し、中学生や保護者にタイムリーな情報提供を行い、志願者の増加を図る。

○各学期において警察署、PTA、行政（長岡京市、大山崎町）が連携・協力し交通安全指導を行う。

○自転車の危険運転については、講習の他、SHRでの担任指導、学年集会や全校集会で啓発及び指導を行う。

○自らを大切にし、他人を思いやる心を持つ生徒を育てるとともに、あらゆる教育活動を通した人権教育の推進を図る。


